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① 流域の概要
� 本郷川は，広島県東部に位置し，広島県尾道市原田町に源を発し，南下した後に向きを東に

変え，福山市今津町を貫流し，福山市松永湾に注ぐ河川延長13.0㎞，流域面積30.4㎞2の二
級河川である。

� 中流域において小原川などの支川と合流する。

� 平成30年８月に河川整備基本方針を策定している。
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１

項目 数量

流域面積（km2） 30.4 

幹川流路延長（km） 13.0 

氾濫区域内

面積（ha） 691

人口（人） 21,439

資産額（億円） 4,992
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この地図は国土地理院発行の2万５千分１地形図を使用したものである。

今津水位観測局

※「k」は，キロメートルの意味であり河口からの距離を示している。



② 河川の概要
� 河口部では，干潮時には広大なアシ原が広がる。

� 流域全体を通して概ね堀込河道で，中流域・上流域には取水堰が数多く存在している。

� 流域の土地利用は，約７割以上を山林が占めており，主に河口部に尾道市今津町の市街地が
広がり，家屋も連担している。

3
＜現況写真と土地利用状況＞

市街地・道路等

畑・原野・その他
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時間雨量

累加雨量

時間雨量(mm) 累加雨量(mm)

建物被害(棟)
住　　家

農地
宅地
その他

計 全壊流失
半壊

床上浸水
床下浸水 計

本郷川・唐木川・流川・
藤井川・山下川計

福山市 溢水 39.0 19.0 58.0 1 22 381 404 404

計 39.0 19.0 58.0 1 22 381 404 404
本郷川 福山市 内水 0.0 0.5 0.5 0 0 40 40 40
本郷川(今津地区) 福山市 内水 0.0 0.4 0.4 0 0 37 37 37

計 0.0 0.9 0.9 0 0 77 77 77
本郷川(西蓬来用水路) 福山市 内水 0.0 0.6 0.6 0 0 53 53 53

計 0.0 0.6 0.6 0 0 53 53 53

本郷川(千間用水路) 福山市
無堤部浸水

内水
0.0 0.1 0.1 0 0 26 26 26

計 0.0 0.1 0.1 0 0 26 26 26
本郷川 福山市 内水 0.0 0.2 0.2 0 1 20 21 21

計 0.0 0.2 0.2 0 1 20 21 21
本郷川 福山市 内水 0.0 0.2 0.2 0 0 26 26 26

計 0.0 0.2 0.2 0 0 26 26 26

本郷川水系
※1 福山市 浸水 ※2 ※2 ※2 0 0 3 3 3

計 ※2 ※2 ※2 0 0 3 3 3

7月豪雨

H11.6.22
～7.4

豪雨

H30.7豪雨 豪雨

総計
月日

水系名
沿岸名

市町村 水害原因

S54.6.26
～6.28

豪雨

S42.7.9
～10

S55.8.30
～8.31

豪雨

S56.6.22
～7.16

豪雨,落雷及
び台風5号

H10.10.13
～10.16

豪雨及び
台風10号

成因
浸水面積(ha)

① 主な浸水被害の状況
� 本郷川は，古くから度々洪水被害にみまわれており，特に昭和42年７月洪水では，404戸の

家屋浸水や農地冠水が等が発生した。

� 平成16年までに下流部の環境整備工事を実施し，逐次治水安全度の向上に努めてきたが，平
成10年10月豪雨，平成30年７月豪雨においても家屋浸水被害が報告されている。

4昭和42年7月洪水の降雨

※１：H30.7豪雨の数値
は，本郷川水系に
かかる市町字で整
理した被害の速報
値

※２：農地浸水被害の
数量は，未調査で
ある

(令和元年5月現在)

平成30年7月洪水の降水量
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② 治水における課題
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現況流下能力

� 河口部の市街化地域において，朔望平均満潮位よりも低いゼロメートル地帯が広がっており，
高潮に対して非常に脆弱な地域である。

� 現在，港湾（海岸）事業により高潮対策事業が完成しており，事業効果を最大限に発揮させ
るため，海岸と一体となった整備が必要である。

� 平成30年７月豪雨において家屋浸水被害が報告されており，上・下流バランス，本・支川の
整合など水系一貫の観点にたった治水対策を早期に実施することが課題となっている。

２

家屋浸水可能性箇所
他の越水箇所については田

畑浸水であることを現地確

認(P13、P14参照)



6

河
川
環
境
に
関
す
る
現
状
と
課
題

① 水質及び河川空間の利用の現状と課題３
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吾妻橋地点B類型環境基準値(3.0㎎/l）

� 福山市今津町の市街地を流れる区間は高水敷
が連続しており，散歩や休憩などの日常的な
生活の中で利用されている。

� 特に仲間(なかま)橋直下の河川公園には，遊
具，遊歩道，階段護岸が設けられており，子
供たちの遊び場となっている。

� いずれの施設も地域住民に親しまれており，
これらの良好な河川空間を維持していく必要
がある。

＜水質＞ ＜河川空間の利用＞
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� 本郷川の水質は近年10カ年において，すべ
ての地点で環境基準を満足しており，良好
な水質状況である。

� 将来的な下水道整備の進捗も考慮すると，
今後も現状の水質の維持が見込まれます。

福山市

尾道市

本郷川

小原川
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テナガエビ ハクセンシオマネキフトヘナタリガイトビハゼ フクド
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② 動植物の現状と課題
現 状 課 題

・河口域に広大な干潟を有し，塩湿地植生が見
られ，多くの野鳥が集まっている。

・河口付近では汽水域である特徴から，フクド
等の塩生(えんせい)植物や，水中に飛び込ん
で魚類を捕食するミサゴや，トビハゼ等の生
物が見られる。

・淡水域では平瀬を好む魚類のオイカワ，水際
(みずぎわ)の植生で繁殖するハグロトンボ等
の陸上昆虫類が分布している。

・流域に生息する動植物の生息・育成場となっ
ている水環境の保全。

・特定外来生物の生態系への影響が懸念される。

分類 確認生物

魚類 ミナミメダカ※1,※4，トビハゼ※1,※2 等

鳥類 スズメ，コサギ，アオサギ，イソシギ 等

昆虫類 ハグロトンボ 等

底生動物 フトヘナタリガイ※2，テナガエビ，ハクセンシオマネキ※1,※3 等

植生 ツルヨシ，ガマ，フクド※1,※2 等

＜確認生物リスト＞

３

※1：準絶滅危惧(NT)【レッドデータブックひろしま2011】， ※2：準絶滅危惧(NT)【環境省レッドリスト(2019)】，
※3：絶滅危惧Ⅱ類(VU)【環境省レッドリスト(2019)】
下線部：写真掲載種



 
 

総合的に決定される計画規模    １/５０ 

・ 水系として一貫した上下流バランス 
（直轄区間の計画規模との整合，本支川のバランス等） 
・ 河道形態（掘込河道・築堤河道） 
・ 県内主要都市（都市計画区域，DID地区の有無等）   などにより総合的に判断する。 

①  流域面積から定まる計画規模     １/５０ 

A：②の分布範囲で設定 

YES 

NO 

B：① ＞“②の分布範囲”の場合 
    ②の分布範囲の上限値を１ランクアップして定まる範囲を設定 
（②が全て同一計画規模となる場合，②を１ランクアップして定まる

範囲を設定） 
C：① ＜“②の分布範囲”の場合 

① を１ランクアップした値と②で定まる範囲を設定 

② 氾濫区域内の面積，人口，資産額（単位河川延長当たりも含む）の集積
度から定まる計画規模の分布範囲     １/５０～１/１００ 

     

    ①が②の分布範囲に 
       含まれるか？ 

・ 既往最大洪水の計画規模 
・ 大規模開発計画の有無 
・ 経済性の評価 

D：以上の検討により分布範囲が10～100となる場合 
  “単位河川延長当たり”で評価される計画規模が小さい場合は上限値を１ランクダウンし10～70 
   とする。大きい場合は下限値を１ランクアップし30～100とする。       １/５０～１/１００ 

・ 県内の計画規模設定基準は1/50～1/100となり、県内の計画規模設定基準の範囲内で総合的
に判断し決定するものとした。なお、最多値は1/50である。 

・ 広島県の他の同程度流域を有する河川（流域面積50km2以下、但し、ダム計画が存在する河川
を除く）では1/50確率で計画されている。 

・ 本郷川ではS52年に計画規模1/30の河川改修が実施されている。 
・ 隣接する藤井川の計画規模は1/50確率である(計画中)。 

選 

定 

理 

由 

① 本郷川流域河川整備基本方針(H30策定)
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� 計画規模は今津地点で１／５０とし，基本高水のピーク流量を２９０m3/sとしている。

� 流域上流に洪水調節施設を設けず、河床掘削、築堤、引堤により所定の計画流量断面を確保
する。

＜計画規模検討フローおよび検討結果＞

４
河
川
整
備
の
目
標
と
実
施
に
関
す
る
事
項

＜平成30年7月豪雨 本郷川流域の降雨分布＞

＜平成30年7月豪雨 流量再現結果＞

項目 値 備考

流域面積 28.4km 今津

到達時間 75.5min

流出係数 0.72

降雨強度 31.9㎜/hr 平成30年７月

実績流量 190m3/s =182.5m3/s



② 河川整備計画の目標

9

2.1 計画対象区間 広島県知事管理区間

2.1 計画対象期間 概ね３０年

2.2 洪水，高潮による災
害の発生の防止又は
軽減に関する事項

河口部について，海岸保全区域において実施している高潮対
策事業と合わせた既往最高潮位に対する高潮対策により，沿
岸の浸水被害を防止する。

2.3 河川の適正な利用及
び流水の正常な機能
の維持に関する事項

・関係機関と連携し，現況流量の維持に努める。
・流水の正常な機能を維持するための必要な流量の設定に向
けて，動植物の生息地又は生育地の状況，流水の清潔の保
持などの観点から，引き続きデータの蓄積に努める。

2.4 河川環境の整備と保
全に関する事項

・貴重な動植物の生息・育成場となっている水環境の保全，
魚類の移動に配慮した河川の縦断的連続性の確保など，河
川・地域特性に配慮した河川環境の整備に努める。

・地元住民が河川に親しみを感じ，河川空間の利用が図られ
るよう，親水性に配慮した整備に努める。

� 流域の特性及び課題を踏まえて，河川整備に関する目標を次のとおりとする。

４
河
川
整
備
の
目
標
と
実
施
に
関
す
る
事
項



本郷川

藤井川

高潮整備区間
左岸L=約575m

高潮整備区間
右岸L=約575m

高潮対策事業

海岸保全区域で高潮対策事業を実施中

③ 河川整備の実施（治水）

10

2.2 洪水，高潮による災害の
発生の防止又は軽減に関
する事項

河口部について，海岸保全区域において実施している高潮対策事業と合わせ
た既往最高潮位に対する高潮対策により，沿岸の浸水被害を防止する。

� 本整備計画では，高潮堤防との整合を図り，既往最高潮位に対し堤防の整備を行う。

＜本郷川高潮区間横断面図のイメージ図＞＜施工の場所：福山市＞

４
河
川
整
備
の
目
標
と
実
施
に
関
す
る
事
項

ゼロメートル地帯で市街化が進展

本郷川左岸側

本郷川右岸側



④ 河川整備の実施（維持）

11

Ⅰ 河道の維持 ・治水上支障となる河川内の堆積土について，環境面に配慮
しつつ掘削等必要な対策を講じる。

Ⅱ 護岸・堤防等の維持 ・堤防・護岸の法崩れや亀裂等の変状について早期発見に努
め，管理上支障がある場合には適切な処理を行う。

・平成30年７月豪雨で家屋浸水被害が生じた区間について，
暫定的な堤防の嵩上げを実施するなど，家屋浸水被害の軽
減に努める。

Ⅲ 減災・危機管理対策 ・「施設の能力には限界があり、施設では防ぎきれない大洪
水は必ず発生するもの」という認識を持ち，いざという時
に命を守る行動ができる水防災意識社会の再構築に向け、
河川管理者・都道府県・市町村等からなる協議会を設置し
て、減災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策
を一体的、計画的に進める。

Ⅳ 植生の維持 ・良好な河川環境を保全するため，必要箇所の樹木の管理等
を地元住民と協力しながら行う。

Ⅴ 汚濁流出の防止 ・河川工事の際に発生する汚濁について，動植物等の環境，
河川景観への配慮から，防止・軽減に努める。

Ⅵ ゴミ・ヘドロ対策 ・定期点検や河川巡視により監視の強化に努める。
・河川の浄化運動等の活動を通して，地域くるみでの河川美
化を目指す。

� 河川の維持管理は，地域の特性を踏まえつつ，洪水による被害の防止，河川の適正な利用，
流水の正常な機能の維持，河川環境の整備と保全がなされるよう総合的に行うこととする。

４
河
川
整
備
の
目
標
と
実
施
に
関
す
る
事
項
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Ⅰ 河川にかかる調査・
研究等の促進

・継続的な水文観測，水質観測データを活用し，河川の危機
管理，維持管理及び計画など基礎的な情報として役立てる。

・多自然川づくりに関する生物の生息・生育・繁殖環境の調
査・研究を関係機関の協力を得ながら促進し，技術的手法
の確立に努める。

・様々な調査・研究の成果は，関係各所において有効利用が
図れるよう努める。

Ⅱ 河川情報の提供 ・インターネット等での河川事業で整備された水辺の施設な
どの紹介や，パンフレットや各種イベント等で河川事業や
施策をPRする。

・災害による被害の軽減を図るため，広島県河川防災情報シ
ステムにより，県内一円の雨量・水位やダム諸量などの
データをリアルタイムで情報提供するとともに，水防警報
など必要な対策・支援を迅速に行う。

・適切な河川管理や防災体制の一層の充実を図るため，河川
等の情報提供システムなどについて，必要に応じて整備を
行う。

Ⅲ 地域や関係機関との
連携

・治水に関しては，広島県，福山市，尾道市が連携し，総合
的な治水対策を実施し，内水被害や外水被害の軽減を図る。

・想定される規模を超える洪水や高潮，津波が発生したとき
の対応として，広島県防災Webや福山市や尾道市の防災拠点
を有効に活用した関係機関や沿川住民への情報伝達，警戒
避難体制等の強化に努める。

・河川の水質改善については，下水道の整備や水質悪化が懸
念される大規模開発時の対応など地元住民や関係機関と連
携を図りながらその対策に努める。

５
河
川
情
報
の
提
供
，
地
域
や
関
係
機
関

と
の
連
携
等
に
関
す
る
事
項
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と
現
地
確
認

護岸・堤防等の維持(予定区間)
� 本整備計画では，護岸・堤防等の維持として，平成30年７月豪雨において家屋浸水被害が生

じている箇所を浸水解析※に基づく結果と現地確認を行い，対象区間を整理した。

� 平成30年７月豪雨の浸水解析は，水位痕跡に基づき被災流量を整理した上で，実施した。

4k0

5k0

3k0

6k0

家屋浸水

可能性箇所(左岸)

※浸水解析は，シミュレーション結果であり実際の浸水範囲と異なる場合がある。
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その他：田畑等浸水区間
� 本整備計画では，護岸・堤防等の維持として，平成30年７月豪雨において家屋浸水被害が生

じている箇所を浸水解析※に基づく結果と現地確認を行い，対象区間を整理した。

� 平成30年７月豪雨の浸水解析は，水位痕跡に基づき被災流量を整理した上で，実施した。

7k0

8k0

6k0

9k010k0

11k0

他の越水箇所については田畑

浸水であることを現地確認

※浸水解析は，シミュレーション結果であり実際の浸水範囲と異なる場合がある。


